







本研究が行われた A 県中山間 4 地域の高齢化率の進展



















































２）調査方法： A 県介護支援専門員協会に所属する 4 支
部の居宅介護支援事業所を通じて，対象介護者にアン
ケート配布を依頼し，個別封筒にて回収した。
















年齢は，85.26 歳。看取り介護者の平均年齢は 59.96 歳と
なっていた。在宅での看取りを希望した本人の年齢は
86.5±9.3 歳だった。最も若い者は 40 歳，最高齢者は 105
歳だった。
介護者の性別は，男性 17.6%，女性 81.4%，無回答 1.0%
で女性の介護が多かった。介護者の平均年齢で最も多か
ったのは 60 歳代 81 名（38.5%），次いで 50 歳代 40 名
（19.0%），70 歳代 35 名（6.6%），80 歳代 20 名（9.5%），40
歳代 16 名（7.6%），40 歳未満 5 名（2.3%）となっており，在
宅での介護者は 60 代が最も多かった。本人との続き柄で
は,子が最も多く 73 名（34.7%），次いで子の配偶者 63 名
（30.0%），夫婦 55 名（26.1%），孫 7 名（3.3%），兄弟姉妹 3




145 名（69.0%），介護者や家族の希望 121 名（57.6%），医
療 ・福 祉 な ど の サ ー ビ ス が 利 用 で き る か ら 104 名
（49.5%），家族の支えがあるから 80 名（38.0%），昔から家
で看るものと考えている 34 名（16.1%），経済的理由 22 名
（10.4%），近所や友人の支え 18 名（8.5%）であった（図 2）。
最期の看取り場所については，病院が最も多く 103 名






介護期間では,最も多かったのは 5 年から 10 年未満 49
名（23.3%），1 年未満 44 名（21.0%），10 年以上 43 名
（20.5%），1 年から 3 年未満 37 名（17.6%），3 年から 5 年
未満 31 名（14.7%）となっていた。最も長く介護した者は









体力的負担 94 名（44.7%），状態の変化や苦痛時の対応 93
名（44.2%），自分・家族の健康 76 名（36,1%）であった。や
り残し感 42 名（20.0%），喪失感 33 名（15.7%），経済的負
担 25 名（11.9%）となっている。また，亡くなった後の手
続き 23 名（10.9％），交通手段に困った 16 名（7.6%），福祉
関係者との関係 5 名（2.3%）となっていた（図 3）。
在宅介護において利用した福祉サービスの内容は，福
祉用具貸与 137 名（65.2%），医師の往診 120 名（ 57.1%），
訪問看護 104 名（49.5%），デイサービス 104 名（49.5%），
短期入所 68 名（32.3%），訪問介護 63 名（30.0%），住宅改



















































































































































今回のアンケートは A 県の中山間 4 地域の介護支援専
門員協会を通じてのアンケートであり限定的な地域であ
るため，今後一般化を図るためにはさらに多くの地域に
おいて調査を行う必要がある。また福祉サービスを利用
していない者の把握ができていないことが今回の研究限
界と今後の課題である。
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